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自作教具の活用事例

【作品名】 【学校名】
「出会いを大切にしよう」

日立市立久慈中学校

【活用できる領域・教科等】 【制作者名】
自立活動 高瀬 真弓

【制作の意図】 【使用の方法】

コミュニケーションに苦手意識をもつ
生徒同士が仲良くなるための活動。

【制作上の工夫】 活動の流れ

異なる活動形態を組み合わせることで １ 体を使うゲーム
集中が保てるようにした。

1 体を使って互いに楽しむゲーム ①ミーテイング＆グリーテイング
Ⅱ 言葉で相手に伝えるゲーム
Ⅲ シェアリングにより自他の気持ちを ②名前ハンドクラップ
表現し伝え合う場

③拍手回し

【写真】 ④名前バレーボール

Ⅱ 言葉で伝え合うゲーム
①ブラックボックスもの当てゲーム

Ⅲ 自分の気持ちを表現する場
①シェアリングタイム

【使用効果と応用発展】

新入生を迎えて互いに緊張する場面で
【材料・材質・部品等】 体を使ったゲームをしたり，もの当て

ゲームをしたりすることでリラックス
し，よい関係作りのスタートとするこ
とができる。


